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 延長 ２．１２km 

事業概要 １級市道仁田志多留線は、一般国道382号線を補完する幹線道路である。本線は、樫滝地区から 
志多留地区までの点在する集落を結ぶ道路である。また、周辺には漁協、郵便局などがあり、生活道路及び産業
基盤道路として重要な役割を果たしている。このため交通安全の確保、日常生活や緊急時の連絡路確保等の観点
から緊急に本路線を整備し、令和13年度からの供用を図る。 

Ｈ１７年度事業化 都市計画決定 なし Ｈ１７年度用地着手 Ｈ１７年度工事着手 

全体事業費 １４．２億 事業進捗率 ７２．０％ 供用済延長 １．３３km 

計画交通量  ４５６台／日 （Ｒ12） 

費用対効果 
分析結果 

Ｂ／Ｃ  総費用  (残事業)/(事業全体) 総便益  (残事業)/(事業全体)  基準年  
(事業全体)   ０．３０ 
 
(残事業)    ０．５５ 
 

     3.50/20.54億円 
事 業 費：3.45/20.21億円 
維持管理費：0.04/ 0.32億円 

   1.92/6.14億円 
  走行時間短縮便益：1.87/5.89億円 
  走行費用減少便益：0.05/ 0.24億円 
  交通事故減少便益：0.00/ 0.01億円 

令和６年 

感度分析の結果 残事業について感度分析を実施 
【全体事業】交通量変動 ：B/C=0.31～0.27（交通量 ±10%）【残事業】B/C=0.61～0.50（交通量 ±10%） 
      事業費変動 ：B/C=0.28～0.32（事業費 ±10%）     B/C=0.41～0.84（事業費 ±10%） 

事業期間変動：B/C=0.30～0.30（事業期間±1年）     B/C=0.55～0.55（事業期間±1年） 
 
 
事業の効果等  
・国土・地域ネットワークの構築（対馬島中心部へのアクセス向上が見込まれる） 
・安全な生活環境の確保及び緊急時の輸送時間の短縮 

関係する地方公共団体等の意見  
市道仁田志多留線は、産業基盤道路や災害時の緊急輸送道路として重要な路線であるため、地元地区より

早期完成の要望を受けている。 
事業再評価監視委員会の意見  

－ 
事業採択時より再評価実施までの周辺環境変化等 

 
 
 
 

 
 ― 
事業の進捗状況、残事業の内容等  
令和５年度末までの事業進捗率は７２．０％で、用地進７４．０％と進捗しており、伊奈志多留工区が完成し

ている。残事業の犬ヶ浦工区は未着手の状況にある。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  
平成16年3月に旧6町が合併し対馬市となり整備路線数も急増し、効果的な投資が出来なかった。 

 現状においては、用地買収が困難であった越高工区が、単独事業により令和6年度完成予定となり、 
未着手であった犬ケ浦工区については、越高工区の完了を受け着手し、令和12年整備完了予定。 

施設の構造や工法の変更等  
 なし 

 対応方針 継続 
続 対応方針決定の理由  

用地取得ができなかった越高工区について、単独事業での実施に切り替えたことにより、補助事業から除
外した。また、越高工区の完了を受け犬ケ浦工区に着手し、事業完了が見込まれる。 
事業概要図  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 

 
 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。 

位置図 

事業箇所 

 
標準断面図 
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